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平 成 ２７ 年 ２ 月 定 例 会

一 般 質 問 通 告 書 一 覧 （ ３月４日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 空き家対策について 知 事

（１）空家等対策の推進に関する特別措置法の制定を受けて、

今後、県ではどのような方針で空き家対策に取り組んでい

くのか。まちづくりという観点を交え、所見を伺いたい。

（１６番）

宮本 次郎 （２）空き家となった住宅を子育て世帯向けに貸し出すなどの

(日本共産党) 活用を行うことで、地域の若者定住を促すことも可能であ

ると考えるがどうか。

（３）そもそも人が住んでいる住宅を空き家にしないため、ま

た、住民に長く住宅に住んで頂くためにも、住宅リフォー

ムへの支援が非常に有効であると考えるが、所見を伺いた

い。

２ 鉄道駅における人員の無配置化について 知 事

近畿日本鉄道株式会社においては、鉄道駅における人員

の無配置化を進めているが、県として近畿日本鉄道株式会

社に対し、ラッシュ時の人員配置等を要請するべきではな

いか。また、安全・安心の観点から、市町村と公共交通機

関が共同して取り組む事業を支援すべきと考えるがどう

か。

３ 地域公共交通の活性化について 知 事

住民の移動手段となる地域公共交通を更に活性化させる

ために、市町村が行っている運行改善の検討、市町村をま

たがっての広域運行の取組や、民間事業者と連携した取組

を支援することが重要と考えるが、所見を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１６番） ４ 平群の小菊のブランド化に向けた支援について 農 林 部 長

宮本 次郎

(日本共産党) 平群の小菊の更なるブランド確立に向けて、気象変動に

影響されない生産技術の確立や、経営に意欲が持てるよう

な支援についての県の取組状況を伺いたい。

５ 通学路の安全対策について

（１）通学路における危険箇所の解消に向け、現段階で対策が 県土マネジメント

未実施の箇所への対応を進めるとともに、通学路の安全確 部 長

保に向けた継続的な取組が必要と考えるが、今後、どのよ

うに取り組んでいくのか。

（２）斑鳩町北西部の国道１６８号と併走する竜田川に架かる 警察本部長

「河藪橋」付近の交差点で通学中の児童の交通事故が発生

しており、当該交差点における、信号機設置を含めた安全

対策の検討状況について伺いたい。

１ 桜井市とのまちづくり連携協定について 知 事

（１）まちづくりは、期限を定めて加速度的に進めることが重

要と考えている。包括協定の締結によって、市町村のまち

づくりが、今後は、どのように展開していくのか。また、

（４０番） 県は、市町村に対して、どのような支援や協力を行うの

中村 昭 か。とりわけ、市町村の財源確保に向けた県の支援につい

(自由民主党 て伺いたい。

改革)

（２）県と桜井市が、包括協定に基づき、連携・協力してまち

づくりに取り組むとした各地区のまちづくりの将来像はど

のようなものか。また、それぞれの地区ごとに、今後、ど

のようにまちづくりを進めていこうと考えているのか。

２ 少子化対策について 知 事

少子化を改善するため、保育の充実や子どもの医療費助

成の対象の拡大など、安心して子どもを生み育てることが

できる環境づくりに、どのように取り組んでいくのか。



- 3 -

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４０番） ３ 農林業の振興について

中村 昭

(自由民主党 （１）なら食と農の魅力創造国際大学校を核とした周辺整備に 農 林 部 長

改革) ついて、今後、どのように取り組んでいくのか。

（２）農業研究開発センター周辺の農地の活用について 【要 望】

（３）有害鳥獣による農林業被害対策として、狩猟者を増や 農 林 部 長

し、その技術の向上を図るためには、県内に射撃場を整備

することが必要と考えるがどうか。

４ 桜井市内における安全・安心の確保等に向けた取り組みに

ついて

（１）桜井市慈恩寺地区には、災害時の避難に配慮が必要な方 県土マネジメント

々が入居する老人ホームがあり、早急な土砂災害対策が必 部 長

要と考えるが、計画されている砂防事業の現状と今後の見

通しはどうか。

（２）桜井市初瀬柳原地区の急傾斜地においては、かねてより 県土マネジメント

地元住民から対策実施の要望があり、早急な対策工事が必 部 長

要であるが、どのような対策を考えているのか。

（３）市街化区域の住宅密集地を流れる粟原川周辺の住民の不 県土マネジメント

安を除くため、早急な粟原川の改修が望まれる。粟原川に 部 長

おける浸水対策について、どのように考えているのか。

（４）子どもや高齢者、障害者の交通弱者と言われる人が安心 県土マネジメント

して歩ける歩行空間が必要であると考えるが、国道１６５ 部 長

号の谷から初瀬までの現在の歩行空間の整備状況について

伺いたい。

（５）大和川河川敷の環境整備について 【要 望】
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４０番） ５ 中小企業の海外進出支援について 産業・雇用振興

中村 昭 部 長

(自由民主党 奈良県産業の今後の発展可能性を広げる、海外市場開拓

改革) に積極的に取り組む県内中小企業を支援するために、どの

ように取り組んでいこうと考えているのか。

６ 道徳教育について 教 育 長

今後、教科となった道徳では、どのような指導が行われ

ることになるのか。また、県教育委員会として、道徳教育

の充実をどのように進めようと考えているのか。

１ 保育士の定着促進について こども・女性局長

保育士確保のためには、新たに保育士となる人を支援す

るだけでなく、現在働いている保育士が定着するような取

組にも力を入れるべきと考えるが、どのように取り組んで

（１番） いくのか。

宮木 健一

(自由民主党) ２ 県立高校の普通教室への空調設備設置について 教 育 長

県立高校の普通教室への空調設備設置について、保護者

負担の公平性の観点も含め、今後どのように進めていこう

としているのか。

３ 家庭教育について 教 育 長

子どもたちが健やかに成長していくためには、家庭にお

ける乳幼児期からの親子の双方向のコミュニケーションが

重要であると考えるが、どのように取り組んでいくのか。

４ 小・中学校の不登校対策について 教 育 長

奈良県の小・中学校における不登校児童生徒の現状はど

のようになっているのか。また、その対策としてどのよう

に取り組んでいくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１番） ５ 高校の中途退学者への対策について 教 育 長

宮木 健一

(自由民主党) 中途退学することなく生き生きと高校生活を送るために

は、魅力ある学校づくりが必要と考えるがどのように取り

組んでいるのか。

６ 子どもを地域で守る取組について 警察本部長

子どもに対する犯罪を未然に防ぐには、子どもを地域で

守る取組が重要と考えるが、県警察ではどのように取り組

んでいるのか。


